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ウェーブロックホールディングス社長の石原です。では2024年3月期第2四半
期の決算のご説明をさせていただきます。本日のアジェンダですが、まずは
この今期、第2四半期の業績に関するご報告、第2点目につきまして、6月に業
務資本提携をいたしておりますRP 東プラ株式会社との取り組みについてご説
明をさせていただき、最後に株主様への還元についてのご説明をさせていた
だきます。
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まずは2024年3月期 第2四半期の業績についてです。売上高、営業利益、当期純利益
のサマリー情報を掲載させていただいております。
売上高は、117億7,400万円、 前年同期比 3.0%のプラス。営業利益は、4億7,600万
円、前年同期比6.2%のプラスということで、売上、営業利益は対前期増収増益の半
期決算という形になりました。
売上は、今期から新たに取り組んだもの、従前から取り組んでいたものありますけ
れども、前期と比べて、売上が上がっていたもの、上がってきたものというような
ところに支えられながら、これは全般に関してですが、前期から上がってきている
原材料価格の売価転嫁を進め、前期に対して3%程度の増収となりました。また上期
の予想に対しても2.4%プラスと、前期に対しても事前に発表させていただきました
業績予想に対してもプラスで売上は終わっております。
営業利益は、先ほど申し上げましたように4億7,600万円と、 売上でもご説明をさせ
ていただきました売価転嫁の効果であったり、一部製品について採算が厳しいも
の、利益が非常に薄かったり、場合によっては粗利ベースで赤字で提供していたよ
うなものを、思い切った価格見直しというものを行いました。これは、一部のお客
様からの失注、競合に流れていくということも覚悟をしながら、採算性を高めると
いうことを目指して、通常の原材料価格の上昇分ということだけではなく、従来の
価格をドラスティックに見直しをした製品があります。こういったところで利益率
が改善をしたこと、それに加えて、エネルギーコストや我々がコントロールできる
中での製造経費等の抑制といったことが相まって、営業利益についても対前年でプ
ラスということになりました。加えて、見込みに対しては58.7%の大きくプラスとい
う結果になっております。
当期純利益は、前年において子会社株式の売却益が非常に大きく計上されていたと
いうこともあり、4億2,700万円、対前年できますと81.3%のマイナスということでご
ざいますが、業績予想に対しては、プラス137.3%。すなわち予想の2.3倍を超える当
期純利益となったということになります。これは今ご説明をさせていただきまし
た、営業利益ベースでの堅調さ、加えて円安が想定よりも進んだことによって、為
替差益などの計上があったということで、見込みを大きく超える結果となっており
ます。

3



こちらの資料は、業績見込みに対してどういった結果だったのかということ
も含めてお示しをしているものです。先ほどのサマリーでも申し上げました
通り、売上高については想定通りということでしたが、営業利益以下につき
ましては、上期予想を大幅に超過するという形になりました。先程のサマ
リーと重複する部分もありますが、その要因としましては、ホームセンター
向け販売であったり食品用包材、こちらを中心として原材料価格上昇分の価
格転嫁であったり、一部、新規採用や想定以上に数量が出たというようなも
のもありまして、生産性の向上が見られるというところがあります。2点目は
原材料価格およびエネルギーコスト、こちらについては高値安定と言います
か、もちろんまだまだ高値ではあるのですけれども、期初想定をしていたも
のと比べれば、上期においては低位に推移をしたということ。3番目に間接コ
ストを意識的に削減をしてきたということ。4番目の部分はですね、経常利益
にも影響しますが、為替差益が想定を上回ったというところの中で、今この
表としてお示しをしているような結果になっております。先ほどのサマリー
のところで申し上げたように、売上から当期純利益まで、特に営業利益、経
常利益、当期純利益というところについては、7月の末に公表させていただき
ました、上期予想を大きく上回る結果になっております。
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通期業績について業績予想の修正をさせていただいております。下期についてはマ
テリアルソリューション事業、アドバンスドテクノロジー事業ともに特に利益面で
は厳しい状況が続くという想定をしております。
マテリアルソリューションについては後ほど詳しくご説明をいたしますが、地中熱
ビジネスの売上見通しを大幅に下方修正しております。 こちらはそれなりの粗利も
取れるという事業でございますので、下期の売上だけではなく、利益の部分でも少
なからず影響を与えるものになります。加えまして、その他の分野でも販売数量減
というところもあり、利益獲得は限定的にならざるを得ないという環境になると認
識をしております。
アドバンステクノロジー事業についてはもともと想定をしていた通り、先行投資に
伴う償却負担が非常に重くなっていること、加えて中国市場向け販売が引き続き低
調に推移をしております。北米向けのパーツ成形ビジネスについては順調に推移し
ており、歩留まり率も改善しているというプラス面がありますが、全体感を支える
ことはなかなか厳しいという状況です。利益は非常に厳しい状況にありますが、
EBITDAベースでは前期並みのものを確保しておりますし、今後のアドバンステクノ
ロジー事業の主力製品である金属調加飾フィルムおよび多層フィルムについては、
自動車向けを中心にまだまだ成長の予知は十分にあると認識しておりますが、今期
はさまざまな環境および先行投資に伴う償却負担によって、利益は限定的にならざ
るを得ないと考えております。
加えまして、事業全体に影響してきますが、原材料価格、上期は想定に比べて低位
に安定をした部分がありますが、下期、特に第4四半期はかなり上昇圧力がかかって
くるのではないか、ナフサ連動のものだけではなく、ナフサ非連動のものについて
も、値上げ圧力がかかるとみており、下期は非常に厳しい状況が続くと考えており
ます。
ただ、特に 営業利益及び経常利益以降については、上期で想定を大幅に超えるプラ
スということになっておりますので、下期厳しい中も、上期のプラスが寄与すると
みています。売上高については7月の末に公表させていただきました業績予想の下方
修正をさせていただく形になりますが、営業利益、経常利益、当期純利益について
は、上方修正。特に 経常利益では、前回の見込みに比べて3割以上のプラス、当期
純利益については50%以上のプラスということで、経常利益、当期純利益を中心と
して7月末の見立てよりも利益の積み上げをすることが可能だと見ております。
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各事業の状況を簡単にご説明させていただきます。
まずはマテリアルソリューション事業ですが、リビングソリューションの
ホームセンター向け、こちらについては引き続き厳しい状況が続いておりま
す。コロナが発生したタイミングでの換気需要でかなり売れた反動がまだ続
いているという状況です。上期後半からホームセンターの客足はわずかなが
ら回復傾向にはありましたが、上期後半はすでに我々のホームセンター向け
販売はピークアウトしておりました。今後同じような傾向が続けば、下期の3
月のホームセンター向けの初回導入のところで売上獲得できる可能性もあり
ますが、こちらについては注視をしていく必要があると思っております。
サッシメーカー向けの販売は順調に推移しました。製品価格の値上げもあ
り、利益はきちんと確保ができているという状況になっています。ビルディ
ングソリューションおよびインダストリアルソリューションについては、前
期好調だった防煙垂壁向け高透明不燃シートが不調ではありましたが、その
他の製品できちんとカバーができている。加えまして、原材料価格上昇分の
売価転嫁効果及び、冒頭で申し上げましたような、一部の不採算の製品つい
て、大幅な価格変更したということも含めて利益率が改善をしております。
食品用包材を扱うパッケージングソリューションについては、売価転嫁値上
げ効果や、新たなプロダクトの採用、そして販売数量増加もあり増収になっ
ておりますし、値上げ効果や生産数量増加に伴い稼働率も上がっているのが
状況です。アグリソリューションにつきましては、土木資材は堅調ですし、
農業資材についても競合対策ということの中で、農業用の防虫網のキャン
ペーンを色々展開をしており、比較的堅調です。ただ、全般的にみると、エ
ネルギーコスト等が上昇していることによって、国内の農業生産者の方々が
農業資材へ投資をするという意欲が足元で減退し、苦戦をしている状況に
なっています。
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先ほど少しご説明させていただきました地中熱ビジネスについて、改めてご説明さ
せていただきます。今期のスタート時点では、売上高の見通しを7億と設定をしてお
りましたが、通期戦略も含めて見直した結果、1.3億ということで大幅に修正をする
ことになりました。 足元の状況としては、地中熱そのもののニーズというものはま
だまだあると認識をしておりますが、我々が前期において営業および技術人材の採
用を進め、担当スタッフの人数の確保はできたのですが、必ずしも地中熱ビジネス
は一般に普及されていないなかで、即戦力的な採用は難しいということもあり、担
当スタッフのスキル 経験値が不足しております。7億の売上を目指すという観点か
らすれば、受注額が高い大型案件をいくつも狙っていくという必要がありますが、
そういう形ではなく、今期は入社していただいたスタッフの方々の経験値、スキル
を上げていくために、大型案件をいくつか追い求めていくということではなく、比
較的小ぶりな小規模案件をきちんと受注することで、成功体験を重ねて来期以降の
中型～大型案件をきちんと獲得できる基盤を整えていくというような期にしたい、
という方針転換をしております。左下のグラフでお示しをしておりますように、今
期の売上見込みは1.3億と、期初想定の7億と比べますと大幅なマイナスではありま
すが、前期までの売上で、大体3000万前後というところから、4倍以上の成長にはり
ます。来期以降さらに成長の角度を高めていくような期にしていきたいという認識
をしています。地中熱ビジネスについては、付加価値型のビジネスでございますの
で、利益もそれなりにあるため、下期想定をしていたマテリアルソリューションの
中での地中熱ビジネスの売上利益というものは決して小さなものではありません。
今回大幅に売上見込みを減らしたことで、利益に対してのネガティブインパクトも
それなりにあるという状況になっています。さきほどご説明させていただいた、下
期利益がなかなか作りにくい状況というところの中に、この地中熱ビジネスの方針
転換に伴う売上見込みの減少ということも影響しているという状況になります。た
だ、説明しておりますとおり、こちらの対応は来期以降、大型案件も含めて売上を
獲得していくことの基盤として進めておりますので、来期以降の売上拡大、そして
マーケットニーズの高さというところから、まだまだ成長の余地はあるという認識
をしているところであります。
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アドバンストテクノロジー事業の状況です。グラフを見ていただくと、売上高は前
期と比べてプラスになっていますが、利益については第1四半期赤字、第2四半期に
ついては黒字でありますが、わずかな利益という状況です。利益面では大幅に前期
と比べてマイナスになっております。売上につきましては、テレビモニター用導光
板が新たに販売が開始され売上を牽引しております。ただ、こちらは、我々が作っ
ているものではなく他社が製造しているものを仕入販売するというものでございま
すので、利益への影響が僅少だという状況です。ですので、利益面という観点とす
れば、デコレーションディスプレイとして展開をしている金属調加飾フィルム、あ
とは高透明多層フィルムの売上及び利益状況というのがキーになります。金属調加
飾フィルムつきましては 北米でのパーツ成形販売が順調に進捗をしており、歩留ま
り率改善をしている。名古屋工場でもEV車向けのエンブレム量産開始というところ
も含めて、パーツビジネスについては一定の成果を上げているところです。ただ
し、フィルム販売については採用車種のモデルチェンジでこちらが前倒しになって
くるだとか、中国のコロナからの回復の低調というところも相まって 、想定と比べ
てフィルム販売が苦戦をしているというところが、この上期の厳しい状況につな
がっています。加えまして、高透明多層フィルムについては、自動車の中のセン
ターインフォメーションディスプレーやヘッドアップディスプレーに使われてお
り、採用車種も拡大してきておりますが、中国マーケットで採用車種販売不振とい
うことで、こちらも苦戦しております。加えまして、先ほどご説明させていただい
ておりますように、今後の売上拡大、成長のための設備投資に伴う減価償却費の負
担、また販売数量が今期厳しいというところの中で、製造効率の低下によって、前
期と比べれば大きく利益がマイナスになっているというところではございますが、
こちらの自動車、特にEV向けのパーツ、あとはフィルム販売というところですと、
まだまだ開拓の余地がある、成長の余地があるので、今期頑張りながら、来期以降
の発展成長につなげていきたいと考えます。
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続きまして RP東プラ株式会社との取り組みということで、6月にRP東プラ株
式会社の株式 20.32%を取得しました。これに基づき、ウェーブロックホール
ディングスとRP東プラ社の間で資本業務提携を締結しております。こちらの
提携というところはウェーブロックおよびRP東プラ両社の事業拡大および企
業価値向上を図っていくことを目的としております。我々は樹脂の加工とい
うところをフィールドにしており、共通市場分野というのはいろいろありま
すけれども、製品ラインナップ自体はそれぞれ違うものを作っているという
ものが多いという状況です。もちろん同じような食品包材であるとか、その
他さまざま同じようなフィールドで製品提供しているところもあります。同
じフィールドでやっている部分については、両社のビジネスの再構築、場合
によってはどちらかの事業を片方に移す、というような大胆な部分を含め
て、両社間で既存事業でどういった動きが取れるのか、こういったことも考
えていきたいと思っております。また両社それぞれ違う強みを持っており、
ウェーブロックグループでも成形はやっておりますけれども、RP東プラにお
いても、過去からの積み上げの中で、成形技術を非常に磨いております。
我々が作ったシートやフィルムをRP東プラの技術を使って成形をしてみるな
ど、両社アセットを有効活用して新たな展開ということが可能ではないかと
認識しております。事業プロダクトそのものだけではなく、生産や物流や組
織、こちらの最適化ということも、両社間でいろいろな形でできるのではな
いかと考えています。こういった活動を通して、ウェーブロックグループ、
RP東プラグループの企業価値向上を是非とも実現していきたいと考えていま
す。



具体的には、現在5 つのタスクを抽出しまして、プロジェクト的に推進をし
ております。生産効率の向上や、売上高向上、コスト削減ということを実現
すべく、生産の最適化や営業力の強化、環境対応製品の共同開発、購買力の
強化、そして物流の合理化および効率化というようなことをテーマに、具体
的に様々な従業員を絡めながら、タスクを進めているという状況になってい
ます。こういった形のタスク、プロジェクト推進の中で、両社で共にできる
こと、両社の価値を高めるということが可能であるということが見えてくれ
ば、さらなる関係強化というところも検討していきたいという風に考えてお
ります。



最後に、株主様への還元ということになります。下のグラフでここ数年間の年間の
配当額と配当性向の推移についてお示しをしております。今期の最初に、今期の計
画をお話しした時の配当性向の見込みは100%を大きく超えていたと記憶をしており
ます。この上期が終わって、上期実績及び通期の見込みというところをリバイズし
まして、配当性向に関しては前期とほぼ変わらない状況になっているということに
なります。前期については、子会社の株式の売却があり大きくボトムラインがプラ
スになっています。そちらの影響を除いた配当性向ではありますが、ほぼ前期と同
様の配当性向というところまでボトムラインの見込みが改善してきております。基
本方針にありますように、単年度の業績ボラティリティに左右されない安定的な配
当を維持していくというところで、ここ数年30円配当が続いております。配当性向
が下がったといえまだ60%ということでございますので、配当性向 35%以上を目安
というところからしますと、大きな乖離がありますけれども、安定的な配当をする
ということを堅持する意味でも、30円の配当は維持をしたいと考えております。 第
2四半期末の株主様への配当は配当見込み通り15円ということで確定をさせていただ
いておりますし、期末の業績を見込んだ配当の見込みというところについては、期
初に見通しを発表させていただいた時と変わらず15円ということで、通期30円の配
当見込みについては変更がないというところをご報告申し上げます。
先ほどからご説明しておりますように、下期については厳しい状況はまだまだ続く
と認識しておりますが、状況が厳しいということは言い訳にしか過ぎませんので、
我々ができる努力をきちんと積み上げていく必要があると思っています。新しいこ
とへの取り組みはもちろんですし、既存事業の変革ということにも、手を緩めるこ
となくやっていきたいと思っています。地中熱についても、いったんはトーンダウ
ンする形になりますけれども、将来的な大きな成長、こちらの基盤を作っていくと
いう形で、将来のプラスを獲得していきたいと考えております。業績的には回復途
上ではありますけれども、今期は先ほどご説明させていただきました上方修正をさ
せていただいた数字をきちんとクリアをしながら、来期から新たに始まる3か年計
画、こちらの検討もスタートしておりますが、次の3か年に繋げられるような、数字
だけではなく、いろいろな戦略面でもさらなるブラッシュアップをしていきたいと
考えておりますので、引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。本日はあり
がとうございました。
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